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要旨 

【キーワード】 自律学習の変化，変化の影響要因，大学予備教育機関，教師の役割，チュート

リアル 

本研究は，学習者の自律性を重視する大学予備教育機関から大学まで進学した中国人学習者の

自律学習の変化の軌跡と影響要因を検討する質的研究である。本研究では，青木（1996），『日

本語教育重要用語 1000』（1998），青木・田中（2011），藤田（2014）の研究を踏まえ，自律学

習を「学習者が自律性を用いて学習することを指す。具体的には，学習者が自分の学習を自分で

管理する意識を持ち，自分の学習目標と学習内容を達成するために，学習計画を立て，学習方法

を選択し，周りの学習リソースを用いて学習し，最後に自分の学習を評価するプロセスである」

と定義する。 

本研究のフィールドとした A 大学の留学生別科は，留学生の学習ニーズや学習目的などの多様

化に対応するため，学習者の自律性の育成を重視する特徴を持っている。その特徴は具体的には

二つの点にまとめられる。一つはチュートリアルという授業の導入である。二つ目は A 別科の教

師は学習者の「能動性」を重視し，授業中にある程度学習者に「主導権」を与えることである。

チュートリアルは「学習者の自律を目指した個別対応型の日本語授業である。」（三宅 2007：

22）それは留学生の増加がもたらした日本語力や基礎学力，ニーズなどの一連の学習者個別性に

かかわる問題に対処するために開発された授業形態である。このような自律性を重視するという

共通点を持つ予備教育機関から大学まで進学した留学生のそれぞれのフィールドにおける自律学

習がどのような様子か，フィールドの変化がもたらした自律学習の変化はどのような特徴を持っ

ているか，また各段階において，どのような要因が自律学習の過程に影響を与えるかを探るのが

本研究の目的である。 

本研究では A別科から大学まで進学した四人の留学生の調査協力者（CL1，CL2，CL3，CL4）に，

この二つのフィールドにおける学習状態や自律的な意識，教師に対する認識についてインタ

ビュー調査を行った。 

また，インタビューのデータを文字化し，大谷尚（2011）の SCATの方法に基づき，4 ステップ

でコーディング分析を行い，その結果を「別科に入る前」，「別科に入った後」，「大学に入った後」

という三つの時間帯に分けてストーリーラインで記述し，分析を行った。さらに分析の結果によっ

て，自律学習の定義に基づき，調査協力者の別科から大学までの学習状態の変化を「学習目標」，

「学習内容」，「学習リソース」，「学習ストラテジー」，「学習評価」，「自分の学習に対する認識」

という六つの項目に分けて学習状態の変化の表を作成した。ストーリーラインによれば，四人の

調査協力者は別科において，まず自分の学習目標を決め，その目標を達成するために工夫した。

別科の教師やチュートリアルなどの自律性を重視する教育の影響で，彼らの自律学習も変化した。

CL1 はもともと自律性を持っていたが，日本語能力が低かったため，最初は教師の指導通りに学習

するしかなかった。日本語レベルの向上とともに，CL1 は徐々に自分の学習の主導権を握った。CL2

は第一学期に，学習目標を達成できなかったため，学習の動機を失い，自律的な学習行動もなかっ

た。第二学期になると新たな目標を決めた彼女は教師の指導を受けながら，自らリソースなどを

探して日本語を学習した。CL3 と CL4 はまだ自ら学習を管理する必要性がわからなかったが，自分



の目標を達成するために，自分でリソースを探し，自分の学習ニーズや日本語能力を合わせて学

習ストラテジーを使い，日本語を学習した。一方，四人の調査協力者は大学に入ると，大学の学

習環境の変化，特に教師の役割の変化によって，「自分の学習を自分で管理しなければならない」

という意識を生じ，自律的な学習の行動も多くなった。 

また，ストーリーラインに対する分析の結果を踏まえ，「学習者要因」，「社会文化的要因」，「学

習環境的要因」という三つの枠組によって，彼らの自律学習の変化の影響要因を「学習者の日本

語能力の変化」，「学習者の学習動機の変化」，「日本にいる親せきからの支援と情報提供」，「アル

バイトの影響」，「教師の役割の変化」，「チュートリアルの影響」という六つをまとめた。さらに，

その要因は四人の研究協力者の情意，生活，日本語能力など様々な面に与える影響によって，彼

らの自律学習の行動と自律的な意識の変化を促すことが分かった。また，同じ要因であっても，

違う学習者に与える影響がまったく異なるという点からみると，学習者の自律性を育てたい場合，

学習者の個別性を対応し，一人ひとりの学習者の学習状況や自律性などを把握したうえで，教師

の役割や指導の仕方を変えることが非常に重要だと思われる。 

本研究はフィールドの変化によって，学習者の自律学習が変化する可能性が高いということと

変化の様子，その変化に与える影響要因を明らかにした。しかし，フィールドの範囲は小さいた

め，研究できる対象も限られ，研究の結果の対応範囲もそれほど大きくないといえる。また，四

人の調査協力者の自律学習の変化の影響要因を考察しただけで，各要因の間の相互関係について

検討できなかった。したがって，今後の課題として，本研究でまとめた自律学習の変化の影響要

因の間の相互関係について詳しく研究するつもりである。 
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